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要旨
　かつてパリのポール・ロワイヤル修道院には３枚の奉献画が伝えられていた。いずれも修道院に

あった聖なる茨の奇跡をたたえる作品である。神の恩寵によって修道女らの難病が快癒した。その感

謝のしるしとして修道院に奉献されたものである。本稿は、これらの奉献画のもとになった茨の奇跡

の出現の経過をたどりつつ、その背景にあるカトリック教会の神学と17世紀フランス文化史の諸相に

ついて考察を試みるものである。

　第１の奇跡は1656年に起きた。修道院附属学校にいたマルグリット・ペリエは涙腺炎に苦しんでい

たが、聖なる茨にふれたことで快癒した。マルグリットはパスカルの姪である。パスカルはこの奇跡

を契機として神学書の執筆にとりかかる。それは完成にいたらず思
パ ン セ

索の断片だけがのこされた。これ

が私たちの知る『パンセ』である。ポール・ロワイヤル修道院を誹謗するパリのイエズス会に対し、

奇跡の意味を問いただそうとしたことがその出発点となったのである。

　第２の奇跡は1662年に起きた。修道女カトリーヌ・ド・サント・シュザンヌは半身不随であったが、

茨の奇跡によって快癒した。シュザンヌはフランス古典主義美術を代表する画家フィリップ・ド・シャ

ンパーニュの娘である。画家の手になる奉献画には、娘のかたわらで快癒を祈る修道院長に神の啓示

がもたらされた瞬間が描かれている。これが現在ルーヴル美術館に所蔵されるシャンパーニュの代表

作「1662年の奉献画」にほかならない。

　第３の奇跡は1667年に起きた。修道女見習のクロード・ボードランは胃の腫瘍に冒されていたが、

これまた茨の奇跡によって快癒した。それをたたえる奉献画は現在、マルグリットのそれとともにパ

リ郊外のリナス聖堂の所蔵となっている。２枚の奉献画は本来は対になっていたものと考えられる。

最初の奇跡から11年をへて、なお神の恩寵はくだされつづけた。しかしポール・ロワイヤル修道院に

対するイエズス会の攻撃はやむことがなく、教皇庁とフランスの官憲を巻き込んだあげく、ついに

修道院は地上から姿を消すに至った。修道女らを救った奇跡のあかしは３枚の奉献画にのこるだけと

なったのである。

キーワード：�カトリック神学　フランス　ポール・ロワイヤル修道院　パスカル　フィリップ・ド・シャ

ンパーニュ

121

論　文
ライフデザイン学研究 12
p.121-137（2016）



ライフデザイン学研究　第12号　（2016）

１．大いなる恩寵のあかし

　かつてフランドルと呼ばれた現在のベルギーに生まれ、パリで生涯を終えた画家フィリップ・ド・

シャンパーニュPhilippe de Champaigneが娘の所属する修道院に納めた絵がある。「1662年の奉献画」

Ex-voto de 1662と呼ばれるその作品は、現在はパリのルーヴル美術館に所蔵されている［図１］。画

家の娘カトリーヌ・ド・サント・シュザンヌCatherine de Sainte-Suzanneが奇跡によって病から癒えた。

その快復を記念し、神がくだされた恩寵に感謝して制作された作品である。カトリーヌが本名、サン

ト・シュザンヌは修道名である（以下、シュザンヌと呼ぶ）。

　描かれている場所はパリのポール・ロワイヤルPort-Royal修道院の一室である。腰かけているの

がシュザンヌで、麻痺した脚を台にのせている。手もとに小箱があり、奇跡を起こす聖なる茨が収

めてある。かたわらで祈っているのは修道院長カトリーヌ・アニェス・ド・サン・ポールCatherine 

Agnès de Saint-Paulである（アニェス・アルノーAgnès Arnauld と通称された。ここではアニェス

と呼ぶ）。天上から光がさしてアニュスを照らしている。光はシュザンヌの脚にもそそがれる。快復

を予告する神の啓示がアニュスにくだされた瞬間である。まだ奇跡は起きていない。１年以上におよ

ぶ病でシュザンヌの顔は青白い。だが、さしこむ光に向けたまなざしには輝きがある。啓示のよろこ

びを静かにかみしめるかのようである。

　画面の左上にラテン語の銘文がある。「魂と体の唯一の医師であるキリストに」という標題の下に、

次のように記されている。「修道女カトリーヌ・シュザンヌ・ド・シャンパーニュは、熱病が14カ月

のあいだおさまらず、その症状は重くなるばかりで、半身がほとんど麻痺して気力は涸れはて、医師

たちもあきらめかけていたが、彼女の祈りが修道院長カトリーヌ・アニェスの祈りとひとつになった

瞬間、神から健康な体が改めてあたえられ、今もそうありつづけている。フィリップ・ド・シャンパー

ニュは、かくも大いなる奇跡とそのよろこびのあかしとしてこれを絵にした。1662年」とある（１）。

　シュザンヌ、本名カトリーヌは1636年にパリで生まれた。12歳のときポール・ロワイヤル附属学校

の寄宿生となり、21歳で修道請願を立てて修道女となる。それから３年後の1660年の秋、両脚の麻痺

からはじまって半身不随になってしまう。快復を願う修道女たちの祈りがつづけられた。ノヴェナと

呼ばれる９日間の連続祈禱の最後の日に、アニェス修道院長は神の啓示を受けた。シュザンヌは奇跡

によって病から解放されたのである。1662年１月７日のことだった。

　父親のフィリップ・ド・シャンパーニュは1602年の生まれである。生地のフランドルで画業に就い

たのち、1621年にパリに来てニコラ・プッサンと知りあう。のちにフランス古典主義美術を代表する

画家となるふたりは、ともどもリュクサンブール宮殿の装飾にたずさわった。シャンパーニュは総監

督ニコラ・デュシェーヌの娘婿となり、そのはからいで国王の母マリー・ド・メディシスや宰相リシュ

リューの知遇を得た。宮殿装飾や肖像画の制作に従事し、1648年には王立絵画彫刻アカデミーの設立

にも加わっている。

　シャンパーニュの作品は厳格なまでの写実描写が特徴である。構図は簡潔で色彩は冷たいまでに澄

んでいる。40代のなかごろから、ジャンセニスムと呼ばれるキリスト教思想に共鳴しだした。ポー

ル・ロワイヤル修道院がその本拠地である。禁欲的な世界にふれることで、その感覚はいよいよ研ぎ

澄まされていく。色彩は抑制され、古典的な荘重さが画面にあふれてきた。「1662年の奉献画」はそ
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の典型にほかならない。

　この作品は修道院に奉献されたあと、パリの南西にあるポール・ロワイヤルの別院に移された。の

ちに修道院が破壊されたため、パリ市内セーヌ左岸のプティ・ゾギュスタン修道院に収蔵された。こ

こはあいつぐ市民革命で押収された美術品の保管庫になっていた。ルーヴル美術館の1824年のカタロ

グに記載があるから、それ以前に搬入されたことは確実である（２）。

　シュザンヌの奇跡の快復は、手もとの小箱のなかの聖なる茨によって実現した。この恵みに最初に

あずかったのは同じ修道院にいたマルグリット・ペリエMarguerite Périerである。かのパスカルの

姪にあたる。そのころパスカルはパリのイエズス会士らと論戦のさなかにあった。そこにふってわい

たように起きたこの奇跡によって、彼の心に光がさした。それが『パンセ』の名で呼ばれる未刊の書

物の出発点となっていく。

２．胸につけた赤い十字架

　ポール・ロワイヤル修道院の創設は13世紀にさかのぼる。パリからヴェルサイユに向かい、さらに

南西にくだるとシュヴルーズの谷にいたる。そこにシトー会の女子修道院が設立された。宗教改革を

へたカトリック教会は1545年から63年までトレント公会議を開催し、プロテスタントの脅威に対して

［図１］シャンパーニュ「1662年の奉献画」ルーヴル美術館（Musée national des Granges de 
Port-Royal, Philippe de Champaigne et Port-Royal, Éditions de la Réunion des musées nationaux, 
Paris, 1995）
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巻き返しをはかった。教会自体の立て直しも目標とされ、17世紀にはフランスで信仰復興の動きがさ

かんになる。ポール・ロワイヤルにおいても修道院長アンジェリック・アルノーAngélique Arnauld

（アニェスの姉）による改革がはじまった（３）。

　修道院は谷間の湿地にあって環境はあまりよくない。1625年にアンジェリックはパリ市内の館を買

収して修道女らと移り住んだ。リュクサンブール公園の南、サン・ジャック通りとポール・ロワイヤ

ル大通りが交差する場所である。その後シュヴルーズの方は周辺の環境が整備されたため、1648年に

アンジェリックは数人の修道女を連れてもとの修道院にもどった。このときからポール・ロワイヤル

はパリとシュヴルーズのふたつに分かれることになった。

　同じ年に修道女らによる「聖なる秘跡の教団」l’ordre du Saint-Sacrement が認可された。それま

でのシトー会の黒服から白い修道服に替え、肩から胸に掛けるスカプラリオに大きな赤い十字架をし

るした。シャンパーニュの絵でふたりの修道女がまとっているのがそれである。この教団の名である

「秘跡」とは具体的に何をさすのか。

　カトリック教会ではラテン語のサクラメントゥムsacramentumを訳して秘跡と呼ぶ。秘められた

しるしのことである。「目に見えない恵みの、見えるしるし」と定義されている（４）。教会には洗礼を

はじめとする七つの秘跡があるが、ここでは聖体の秘跡をさしている。ミサにおいてパンとぶどう酒

が祝福されて聖なるものとなる。このときパンとぶどう酒がキリストの体と血に変化すると教会では

考える。この変化したものを聖体と呼ぶ。信者は神に礼拝するように聖体に礼拝する。そして聖体で

あるパンを食べ、ぶどう酒を飲む。こうして聖体をいただくことを教会では聖体拝領と呼んできた。

現在この儀式は「感謝の祭儀」と呼ばれる。もとの言葉はコムニオcommunio という。それは「ひと

つになること」を意味する。

　キリストの体をいただくことによりキリストとひとつになり、キリストとひとつになった者同士が

そこでひとつになる。今もカトリック教会では日曜日のミサで信者が聖体を拝領する。その原点はこ

こにある。

　宗教改革のなかでプロテスタントの一部はこの聖体の教えに意義をとなえた。対抗宗教改革の第一

歩となったトレント公会議では、改めて聖体におけるキリストの実在が確認される。1551年に公布さ

れた『聖なる秘跡についての教令』Decretum de sacrosancta Eucharistiaによれば、パンとぶどう酒

に祝福があたえられたのち、「まことの神であり人である私たちの主イエス・キリストが、真に、現

実に、実体として、パンとぶどう酒の姿のもとに現存する」という（５）。聖体にキリストが現存する

のである。こうした信仰は古代から一貫してあった。しかしプロテスタントの一部がそれを疑問視し

たことから、カトリック教会が当時の神学者を総動員してその教義を再確認した。伝統の否定を契機

として、かえってこれを強力に宣揚するにいたった。

　アンジェリックの弟のアントワーヌ・アルノーAntoine Arnauldは、神学者としてポール・ロワイ

ヤルの活動を指導した。プロテスタントに対して聖体の教義を重んじるカトリックの立場を堅持して

きた。修道女らの「聖なる秘跡の教団」もここに基礎を置いている。そして赤い十字架のしるしもそ

のときからはじまったのである。

　プロテスタントが攻撃したものをカトリックは擁護する。以前にも増して重んじられるようになっ

たものも少なくない。聖体の教義はそのひとつである。聖母や聖者の崇敬も同様であり、聖遺物
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reliquiae の崇敬にもそれはあてはまる。シュザンヌにもたらされた奇跡はこの聖遺物崇敬にもとづ

いていた。聖遺物はキリストの受難にかかわる遺品、あるいは聖者の遺体や生前に身につけていたも

のをいう。ヨーロッパの聖堂にはおびただしい数の聖遺物が祀られている。それはもとより物質にす

ぎない。プロテスタントの格好の攻撃目標となったのも当然であろう。

　1563年にトレント公会議において公布された教令は、「聖遺物を尊重し、聖者の画像を正しく用い

ることを信者に教えるように」命じている（６）。それを通じて「多くの恵みが神から人にあたえられる」

からである。この教令は教会において遵守されてきた。1963年に第２ヴァチカン公会議で公布された

『聖なる典礼に関する憲章』Constitutio de sacra liturgica Sacrosanctum Conciliumにおいても、聖者

の「真正な聖遺物とその画像は崇敬される対象となる」と定められている（７）。

　シャンパーニュの奉献画の出発点は、パリのポール・ロワイヤル修道院に伝えられた聖なる茨

corona spinarum という聖遺物だった。キリストが十字架にかけられるまえに、ローマの兵士たちは

「茨で冠を編んで頭にかぶせた」という。新約聖書「マタイによる福音書」（27−29）に記されている（８）。

13世紀に十字軍を組織したフランス王ルイ９世が、この茨の冠を聖地より持ち帰ったとされる。この

ほかキリストの受難にちなむさまざまな聖遺物を安置するため、パリのシテ島にサント・シャペル礼

拝堂が建立された。茨の冠といえばこの礼拝堂のものが名高いが、茨の一部とされるものはいくつも

ある。ポール・ロワイヤルの聖遺物もそのひとつだった。

３．茨の奇跡がはじまる

　聖なる茨の奇跡は1656年に起きている（９）。

　パスカルの姉のジルベルトGilberte Pascslはクレルモンの判事フローラン・ペリエFlorin Périerと

結婚した。クレルモンはパスカルの生地である。フランス中部のオーベルニュ地方の町で、現在は

クレルモン・フェランと呼ばれる。ペリエ夫妻の娘がマルグリットである。夫妻はわが子を神にさ

さげようと心に決めていた。マルグリットは10歳のとき、母に連れられてパリのポール・ロワイヤ

ル修道院をおとずれた。そして修道院附属学校の寄宿生となった。パスカルの妹のジャックリーヌ

Jacqueline Pascalもそこの修道女になっている。マルグリットにとっては叔母にあたる。叔父である

パスカルはその後見人として姪を見守りつづけた。

　マルグリットは涙腺炎をわずらっていた。左眼のふちに腫れものができ、たえず膿が出る。医師は

手術する以外に治癒の見込みはないという。麻酔のない時代である。両親はそこまでふみきる決心が

できずにいた。症状は悪化するばかりである。眼のふちが腫れあがって、しこりができた。膿が眼か

ら流れ出し、このままでは失明してしまう。マルグリットは夜も眠れずに苦しみつづけた。クレルモ

ンの両親のもとに手紙が届けられ、すぐにパリに来るよう告げられた。

　修道院に聖なる茨の一片が安置されている。金曜日の午後３時、キリストが十字架の上で息絶えた

その時刻に、修道女らは聖歌をうたいながら、ひとりずつ順番に聖遺物のまえでひざまづいて祈る。

マルグリットの番が来たとき、年上の修道女が聖遺物を手にとってマルグリットの眼にふれさせた。

３月24日のことだった。

　夜になってマルグリットは眼のようすがいつもと違うことに気づいた。しこりは消え、押しても膿
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は出ない。すぐにアニェス修道院長に報告された。翌朝、叔母のジャックリーヌにもそのことが告げ

られる。５日後の29日、パスカルも修道院にかけつけ、マルグリットに会った。眼はすっかりよく

なっている。かかりつけの医師が診察して快癒していることを認めた。４月はじめにパリに着いた父

親のフローランは、パスカルの家で娘の快癒の話を聞いた。パリ市内の名のある医師に調査が依頼さ

れる。自然の力をこえたものの働きによると医師は判断し、それを文書に記して署名した。

　奇跡のうわさはたちまちにひろまった。聖なる茨を礼拝しようと修道院をおとずれる人があとをた

たない。秋になるとパリ大司教代理が修道院に出向いた。マルグリット本人はもとより、父親と叔父

のパスカル、修道女らにも証言を求めた。神学博士によって構成された委員会がこれを検討した結

果、奇跡の治癒であることが教会から正式に認められ、大司教代理の名でその宣言書が交付された。

日付は10月21日である。奇跡をたたえるミサがポール・ロワイヤル修道院でおこなわれた。宣言書は

このとき信者に配布するために印刷された。パスカルもそれを受け取っている。

　この奇跡は修道院の人々を勇気づけた。ポール・ロワイヤルがイエズス会の攻撃にさらされていた

さなかのできごとだった。その次第を語るには、修道院の人々がよりどころとしたジャンセニスムに

ついてふれる必要がある。

４．ポール・ロワイヤルの危機

　ジャンセニスムはオランダの神学者コルネリウス・ヤンセンCornelius Jansen の名にもとづく。ヤ

ンセンのラテン語表記ヤンセニウスを教会ラテン語でジャンセニウスと発音する。その教えを奉じ

る人々をフランス語でジャンセニスト、彼らの思想をジャンセニスムと呼んだ。ヤンセンは1585年に

生まれ、ルーヴァン大学で学んだ。カトリック神学の伝統をほこる大学で、現在はベルギーに含まれ

る。そこで司祭となり聖書学の教授となった。ヤンセンはラテン教父アウグスティヌスの教えを重ん

じた。そのなかでとくに重要なのは人の自由な意志と神の恩寵に関する教えである。

　人はみずから努力して救いに到達できるか否かという問題がある。アウグスティヌスはそれはでき

ないと考えた。最初の人間であるアダムとイヴは罪を犯した。その末裔である私たちは罪を負って生

きている。罪にまみれた私たちは神の特別な恩寵によらなければ救われることはないという。この自

由意志と恩寵の問題は宗教改革において最大の論点のひとつとなった。救いは神が一方的にあたえる

賜物であるとルターは考えた。人の主体性が救いに関与することはないという。これを神の側から見

れば、救いは「恩寵のみ」によるのであり、人の側から見れば「信仰のみ」によって救いは確信され

ることになる。ヤンセンによるアウグスティヌスの理解はルターのそれに近いところがあった。遺著

である『アウグスティヌス』全３巻は1640年に出版されている。これを最初に批判したのはルーヴァ

ンのイエズス会だった。イエズス会は自由意志を尊重する。ローマ教皇に絶対の忠誠を誓う会として

は当然の姿勢であろう。

　ヤンセンの『アウグスティヌス』から抜き出された「五つの命題」に異端の嫌疑がかけられた。ソ

ルボンヌでその検討がはじまる。ソルボンヌとは当時のパリ大学神学部である。ポール・ロワイヤル

の修道院長アンジェリックの弟アルノーはソルボンヌの教授であった。彼の周囲にはヤンセンの教え

を支持する人もいた。この問題は結着がつかず、教皇庁の判断をあおぐことになる。教皇インノケン
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ティウス10世は「五つの命題」を異端とする勅書「クオ・オカジオーネ」Cuo occasioneを1653年に

公布した。

　アルノーは「五つの命題」が異端であることは認める。しかしヤンセンの著書にその命題と同じ文

章はないと主張した。これはいったんくだされた教皇の決定に異をとなえることになる。その主張は

断固しりぞけられ、アルノーは激しい非難にさらされた。さらに彼の指導のもとにあったポール・ロ

ワイヤルまで渦中にまきこまれたのである。

　ここには神学上の問題だけでなく、ほかにさまざまな要素がからんでいた。フランスにはガリカニ

スムという言葉がある。ローマ時代に現在のフランスの一部をガリアと呼んだ。それが言葉のもとで

ある。フランスはカトリックの国だが、国はもとより教会もつねにローマ教皇庁とは距離を保とうと

してきた。政治も宗教も自律的であろうとする。こうした姿勢をガリカニスムという。いわばフラン

ス教会独立主義である。

　ヤンセン批判はルーヴァンからはじまった。しかし論争が激化したのはパリにおいてである。ジャ

ンセニスムが形成されたのも、ヤンセンのひざもとではなくフランスであった。ジャンセニスムの思

想にみちびかれたポール・ロワイヤル修道院は、堅実な信仰のいとなみによって世人の尊敬を集めて

いた。その附属学校も先進的な教育理念において定評があった。フランス古典演劇を代表するラシー

ヌもそこで学んだひとりである。

　そのポール・ロワイヤルがイエズス会の策動で危機にさらされようとしていた。国王は絶対王制の

確立をめざすルイ14世だが、その聴罪司祭はイエズス会士である。会は俄然強気であった。アルノー

のもとに集まった人々が対策を協議した。パスカルもそこにいた。市民の良識にうったえるほかな

い。イエズス会への反論をアルノーが起草したが、脱稿したものはまるで神学論文である。これでは

世論を味方にできない。一同の目が若いパスカルにそそがれた。

　パスカルは難解な神学上の議論を日常の言葉でわかりやすく伝えようと考えた。いなかの親し

い友人に今パリで起きていることを書き送る。そうした体裁で反論文書『プロヴァンシアル』les 

Provincialesはスタートした。タイトルは「いなかの人」という意味である。開口一番「ぼくたちは

すっかりだまされていた」とはじまる。ソルボンヌで議論が起きているというから、信仰の大問題で

も出てきたかと思いきや大違いである。やり玉にあがっている「五つの命題」がもとの本にあるかど

うかは、読んでみればわかることではないか。ソルボンヌに伺いをたてるまでもない。ありもしない

ものをでっちあげて人をおとしめているだけではないかという。

　アルノーを攻撃するやからは「近接する能力」という意味不明な言葉を使う。義人は律法を遵守す

る「近接する能力」を有するなどと語りあっている。意味は人によって千差万別だが、それはどうで

もよい。同じ言葉を使うことで「あたかも一大勢力ができているかのように見せかけ、数にものを言

わせてアルノーを強引に抑えこもうとする」とパスカルは記した（10）。

　それからほどなくして『プロヴァンシアル』の続編が世に出た。１年２カ月のあいだに18通も発行

されている。途中から非合法出版である。パリ市民は競うようにして読んだという。そうした評判に

もかかわらず、ポール・ロワイヤルをめぐる形勢は徐々に不利になっていった。附属学校が閉鎖を命

じられた。そのさなかにあの奇跡が起きたのである。神の恩寵がくだされた修道院にふたたび人々の

心はひかれていく。

127



ライフデザイン学研究　第12号　（2016）

５．神からそそがれた光のなかで

　奇跡の治癒にあずかったマルグリットの父母は、ジャンセニストの画家フランソワ・ケネル

François Quesnelに奉献画の制作を依頼した。こちらは「1656年の奉献画」と呼ばれ、現在はリナス

のサン・メリ聖堂にある［図２］。パリの南、シュヴルーズの東の町である。おそらくシャンパーニュ

の奉献画と同じく、パリからシュヴルーズに移されていたのだろう。

　聖なる茨をまつる祭壇のまえでマルグリットがひざまずいている。左の眼はすっかりきれいになっ

た。澄んだひとみでじっと奇跡の茨を見つめている。あどけないほどに清らかな顔だちが印象的であ

る。修練者の白服に身をつつんでいる。修道誓願を立てるまえの準備期間中にある者をこう呼ぶので

ある。

　画面の下にラテン語の銘文がある。「救い主キリストに」とあって次のようにつづく。「10歳になる

マルグリット・ペリエは、左の眼にできた厭うべき腫れもののために３年のあいだ苦しんでいたが、

命をもたらす茨にふれて瞬時に癒えた。1656年３月24日のことである。彼女の両親による大いなる感

謝の思い出としてこの絵をささげる」と（11）。

　マルグリットに神の恩寵がくだされたあと、聖なる茨はなおも奇跡を起こしつづけた。ポール・ロ

ワイヤルは12件の奇跡を公表した。修道院以外の場所でも茨にふれたものを通じてあいついで奇跡が

あらわれた。パリ北西のポントワーズの町に聖ウルスラ会の修道院がある。修道女マリー・ド・ラソ

［図２］ケネル「1656年の奉献画」リナス、サン・
メリ聖堂（Jean Lesaulnier et al., Dictionnaire 
de Port-Royal, Honoré Champion, Paris 2004）

［図３］シャンパーニュ工房「1667年の奉献画」
リナス、サン・メリ聖堂（Lesaulnier, op. cit.）
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ンプションは８カ月近くひどい頭痛になやまされていた。ポール・ロワイヤルで起きた奇跡の話を聞

き、８月17日にリンネルの布を送って聖遺物にふれさせてもらった。もどってきた布を患部にあてる

と、その日を境に痛みがなくなったという。聖ウルスラ会は医師の署名入りの証明書を作成してポー

ル・ロワイヤルに送ってきたのである。

　このポントワーズの奇跡のことはパスカルも聞いていた。後述するシャルロットに宛てた手紙でそ

れを伝えている。「聖なる茨の信仰によって、修道院から一歩も出ることなく、ひどい頭痛から癒さ

れたそうです」とパスカルは記した（12）。聖なる茨の奇跡はイエズス会の攻撃にさらされていたポー

ル・ロワイヤルの人々に勇気をあたえた。もっとも強くそれを感じたのは、あるいはパスカルだった

かもしれない。

　姉のジルベルトは回想している。「弟はこの恩寵に強い感銘を受け、それが自分自身にあたえられ

たものであるかのように考えた」と。洗礼のとき代父をつとめた娘に恩寵がくだされたのだから、そ

の思いもひとしおだったという。さらに姉は記した。「世のなかのほとんどの人の心から信仰が消え

てしまったかに思える時代に、こんなにもあきらかに神がみずからをあらわされたのをまのあたりに

して、弟はどんなにか慰められたことでしょう」と（13）。

　『プロヴァンシアル』が書きつがれていたころである。この文書が市井の人々の共感を呼び起こし

たことはまちがいない。そうなればなおのこと相手は権威をかさに攻撃をしかけてくる。それは苦し

い戦いだったはずである。この戦いを神がよしとされ、そのしるしをあらわしたもうた。その信念が

パスカルの心を奮い立たせたのだった。

　数年後に姉のジルベルトはパスカルの死をみとり、その生涯の思い出をつづった。それがこの回想

である。もともと家族や友人に読んでもらうためのものだった。ジャンセニストとイエズス会士の確

執もつづいていたから、出版はずっとためらわれていた。そのため書き写されたものが諸所に伝わり

文章に異同が生じた。先ほどの引用は1845年出版の『ペリエ夫人書簡小品集』から訳した。別の写本

にもとづく新しい版は、フランスで刊行されたいくつかの全集に収められている。そこには次のよう

な文章がある。

　パスカルはなにごとにつけても思いをこらしたうえで熱中していく質
たち

だという。このときも身近に

経験した奇跡に動かされ、聖書のなかの奇跡に関する考察へと導かれていった。そして「奇跡につい

てさまざまに思いをめぐらせたことで、宗教に関する多くの新しい光が弟にそそがれた」という（14）。

パスカルは信仰の敵に対して闘志を燃やした。神からそそがれた光のなかで、いかにして彼らを徹底

的に打倒すべきかを見さだめ、そして「あの著作に取りかかった」という。それを自分の手でまとめ

あげることはついにかなわなかった。それができたならばさぞや美しい作品になったはずだと姉は記

した（15）。

６．未完の神学書構想

　姉ジルベルトがいう「あの著作」とは何か。それは完成しなかったのだからパスカルが心に思い描

いたかたちではのこっていない。しかしその断片は伝えられている。それが私たちの知る『パンセ』

にほかならない。
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　ひとりの少女にくだされた奇跡のなかに神のあらわれを感じたパスカルは、奇跡の意味について考

察をはじめた。やがてキリスト教の真理を解きあかす著作の構想へとふくれあがっていく。しかしそ

れは彼の早すぎた死のために完成にはいたらず、そのための思索の断片だけがのこされた。パスカル

は生前すでに物理学や幾何学の研究で名を知られていた。しかし生涯の最後の時間はこの神学的著作

についやされた。それが『パンセ』の出発点となったのである。

　『パンセ』は彼の没後に近親者と友人によって編纂された遺稿集である。考察をかさねてきた著作

の断片的な草稿を中心として、それ以外の覚え書きもくわえられた。1670年に出版されたときのタ

イトルは、『没後に書類のなかから発見された宗教およびほかのいくつかのテーマに関するパスカル

氏の思
パ ン セ

索』Pensées de M. Pascal sur la religion et sur quelques autres sujets, qui ont esté trouvées 

après sa mort parmy ses papiersという。めざしたのはもちろん思索の寄せ集めではなく、確固たる

構成をそなえた作品であったはずである。『プロヴァンシアル』で実現させたように平明な表現のな

かにも説得力にあふれた論述が展開されたであろう。市井の人々の心にとどく神学書が世にあらわれ

ることになったかもしれない。

　しかし実際にのこされたのは未完成の文章ばかりである。フランスでは最初の出版以来、多くの学

者がそれぞれの観点から断片を選択して配列しなおし、パスカルの意図したものに迫ろうとしてき

た。結果としてさまざまな形態の『パンセ』が私たちのまえに置かれることになった。その書物をひ

もといてみれば、そこには人間の洞察があり人生の知恵がある。その範囲はきわめて広いが、たとえ

ばモンテーニュの『エセー』とくらべたとき、あまりに宗教に関する項目が多彩なのにおどろかされ

る。それは著作の本来の意図からすればむしろ当然であって、とりわけ奇跡に関する部分は充実して

いる。そもそもの出発点がポール・ロワイヤルにおける聖なる茨の奇跡だったのだから。

　イエズス会の理不尽な主張に対し、はてのない論戦にあけくれていたとき、パスカルはこの奇跡に

遭遇した。『パンセ』のなかに「奇跡について」と記された次のような文章がある。「神がこんなにし

あわせにしてくださった家族はほかにない。それだから、こんなに神への感謝にあふれた家族もほか

にないということを心にとめてほしい」と（16）。

　これはマルグリットの身に奇跡が起きた直後に書きとめられた文章と考えられている。家族という

のはマルグリット親子だけでなく、同じ修道院で暮らす妹のジャックリーヌも、代父であるパスカル

も含めた一族の人すべてであろう。これほどのおどろきと、そしてよろこびが彼らにおとずれようと

は思いもよらなかったのか。この文章はまるで祈りのようである。パスカルは理性をこえた奇跡とい

う現象に遭遇した。そこから先はジルベルトの回想にあるとおり、思いをこらしたうえで奇跡の考察

に入っていった。

　パリのイエズス会はこの家族のしあわせに対してさえ容赦なく批判をくわえてきた。教会に敵対す

るジャンセニストのともがらに神が真実の奇跡など起こすはずはないというのだ。マルグリットの眼

がいやされたのは、神がまちがった者たちの眼を開かせるためにしたのだと言ってきた。パスカルは

言う。「奇跡が教えを見分けさせ、教えが奇跡を見分けさせる」と（17）。何が正しい教えなのか。それ

は真実の奇跡が見分けさせてくれる。ポール・ロワイヤルに起きた奇跡が真実のものであったなら、

修道院の人々が信頼するジャンセニストの教えも真実の教えにほかならない。パスカルの周囲では誰

もがそう確信しただろう。パスカルはさらに言う。「真の奇跡を信じようとしないのは、愛が欠けて
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いるからである」と（18）。

　新約聖書「ヨハネの第一の手紙」（４-16）に言う。「神は愛である」と。愛がないとしたらそこに

真実の教えはないことになる。『パンセ』の草稿には、「真の奇跡を信じさせるものは愛である」とい

う文章もある（19）。真実の奇跡を信じるところからキリスト教ははじまるというのか。先の言葉につ

づけてパスカルは記した。「宗教の基礎にあるもの、それは奇跡である」と（20）。

７．みずからを隠す神

　パスカルがポントワーズの奇跡について書き送った手紙のことはまえに述べた。手紙の相手のシャ

ルロットという女性もまた、聖なる茨にふれたひとりだった。それは大きな奇跡というわけではな

い。だが彼女の人生にとっては大きな意味をもつことになった。

　シャルロットは母とともにポール・ロワイヤルを訪れた。聖なる茨のまえで祈っていたときのこと

である。彼女も眼病を病んでいた。茨に口づけしたとき、突然なにものかにふれたという感覚にとら

われた。その瞬間、世俗の暮らしを捨てて修道女になろうという思いで心がいっぱいになったとい

う。シャルロットの眼病はなおらなかったが、そのときの思いはずっと心から消えなかった。とうと

う周囲の反対をよそに修道院に駆けこんだ。しかし結局は家族の手で連れもどされてしまう。修道女

になる望みはとげられなかった。のちに結婚したが、子どもたちに先立たれて一生を終えたという。

　パスカルとシャルロットの出会いはおさないころまでさかのぼる。パリへ移り住んだパスカル家の

住まいの近くにルアネ侯爵家の邸宅があった。侯爵家の長男アルテュスはパスカルより４歳下で、妹

のシャルロットは10歳下である。アルテュス、のちのルアネ侯爵との交友は生涯にわたってつづい

た。侯爵はパスカルの感化で信仰の世界へ入った。シャルロットもまたパスカルを慕いつづけたので

ある。ふたりのあいだには親密な手紙のやりとりがあった。みずからの信仰をうちあけ、信仰につな

がるよろこびと慰めとを語って、そうしてシャルロットをいたわり励ますパスカルの姿がそこにあ

る。奇跡をめぐる彼の思索は著作としては完成しなかった。しかしシャルロットに宛てた手紙のなか

に、心に染みる言葉で信仰のあかしを告げているように感じられる。

　1656年に聖なる茨の奇跡がおきたその半年後、パリの大司教座から宣言書が公布されたことはすで

に述べた。そのすこしあとでシャルロットに送られた手紙がある。日付は10月29日とある。公刊され

ているパスカルの手紙の４通目にあたる。そこにはこう記されている。神はごくわずかな人にだけ、

特別なできごとを通してみずからをあらわされる。私たちはこの機会を大切にしなければならない。

なぜなら、神がみずから「神秘の世界の外に出てこられた」からだという。それは私たちの信仰を

もっと強いものにするためにほかならない。「私たちがもっと確かなものとして神を理解し、もっと

熱意をもって神につかえさせるため」である。パスカルはシャルロットにそう語った（21）。

　神はイエスという人になってこの世にあらわれた。教会はこれをインカルナティオincarnatioと呼

んでいる。言葉のもとになっているカルネは肉のことである。「肉に入りこむこと」を意味し、「受

肉」と訳される。これは教会の秘
ミステリウム

義である。目に見えない神が目に見える人の肉体をもった。神がみ

ずからその姿に身をゆだね、苦しみを受けたのである。人となった神が苦しみを受けて世を去っての

ち、教会のミサにおいてパンとぶどう酒のなかに神がみずからをあらわす。これがすなわち聖体の秘
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跡である。そして時に奇跡をおこして人の世にそのしるしをあらわす。

　パスカルが手紙のなかで語ったのは、まさしく神がこうして「外に出てこられた」ということだっ

た。ここで彼はキリスト教の秘義にふれたのである。つづけて言う。神は受肉のときまで「自然のと

ばりのもとに隠れて」存在した。時がいたり、人となってこの世にくだった。そして「マタイによる

福音書」（28-20）が語るとおり、「私は世の終わりまで、いつもあなた方とともにいる」と約束した。

この約束をはたすために、どんな神秘にもまさる聖体という神秘のなかに隠れたのだという。

　この「隠れて」存在する神という考え方は、パスカルの神学においてもっとも重要なものであろう。

これこそが「神が存在することの究極の神秘」だというのである。旧約聖書「イザヤ書」（45-15）に、

「イスラエルの神、救い主よ、まことにあなたはみずからを隠される神」とある。イスラエル民族が

長いあいだとらわれの身であったとき、彼らの神は「みずからを隠される神」だった。しかしかなら

ずや神はみずからをあらわす。その信仰がしいたげられた彼らをささえてきたのである。

　その思いはパスカルにとってもポール・ロワイヤルの人々にとっても同じではなかったか。パスカ

ルは手紙の終わりにこう記した。「つかのまの苦しみが永遠のしあわせを覆い隠していても、いつか

はそこへみちびかれるでしょう」と（22）。隠れた神の神秘をパスカルは聖なる茨の奇跡によって直観

したのである。「神を感じるのは心である。理性ではない。これが信仰というものだ」とパスカルは

主張する。そしてこの文章のあとに次の言葉がぽつんと置かれている。「理性ではなく心に感じいる

神」と（23）。

８．さらにもうひとつの奉献画

　マルグリットの奇跡から６年後に、聖なる茨を介してシャンパーニュの娘シュザンヌに神の恩寵が

くだされた。それからさらに５年がたち、ふたたびポール・ロワイヤルの修練者クロード・ボードラ

ンClaude Baudran の身に奇跡が起きた。15歳のクロードは胃の腫瘍におかされていた。医師も治療

を断念するほど重い症状だったが、聖なる茨にふれて瞬時に癒えたという。このときも彼女の両親が

感謝のしるしに奉献画の制作を依頼した。これがマルグリットの奉献画とならんでリナスに伝わる

「1667年の奉献画」である［図３］。シャンパーニュの工房による制作とされる（24）。マルグリットの

それとは左右対称に、まったく同じ姿勢で描かれている。ポール・ロワイヤルの礼拝堂でも左右に向

きあうように置かれていたのかもしれない。

　シャンパーニュの作品もふくめて、聖なる茨の奇跡をたたえる奉献画がすくなくとも３点のこされ

たことになる。11年の歳月をへてなおも神の恩寵がくだされつづけたのである。しかしこの間、ポー

ル・ロワイヤルの受難もつづいた。

　フランス聖職者会議は「五つの命題」を断罪する信仰宣誓書に署名することを求めてきた。これに

抵抗した修道女たちは別の修道院に移され、あるいは官憲の監視のもとに置かれた。修練者クロード

の奇跡はこうしたなかで起きたのである。やがてローマ教皇の勅書によって宣誓書への無条件署名が

強制される。シュヴルーズにのこっていた高齢の修道女たちが拒否したため、ついに王権が介入する

にいたった。1709年に修道女を離散させ、修道院を爆破して巡礼地にならないようにした。かくして

ポール・ロワイヤルは地上から姿を消したのである。
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　シュザンヌの上半身だけを描いたシャンパーニュの習作がのこされている［図４］。手をあわせ、

視線を上の方にそそぐ姿である。画家は最初、ふたりの修道女が十字架の両脇でひざまづいて祈る姿

を描こうとしたといわれている（25）。

　よろこびを胸に秘めたその表情を見ていると、パウロの言葉が思い出される。「生きているのはも

はや私ではなく、キリストこそ私のなかに生きている」という。新約聖書「ガラテヤの人々への手紙」

（２-19～20）に記されている。パウロはこのとき神とひとつになったのである。それは神の側からも

たらされた恩寵だった。

　６世紀の神秘神学者ディオニュシオス・アレオパギテースは語っている。神の愛は「愛する者が自

分自身に属すことをゆるさない。みずからを出て愛する者に属させる」と（26）。ここでディオニュシ

オスは先ほどのパウロの言葉を引いた。そこには語られたのは神との合一にほかならない。それは人

の側からではなく、神の側からのはたらきによって実現する。神が人を愛するからである。人が神を

愛するからではない。十字架のイエスがそうではなかったか。人々はイエスを愛さなかった。イエス

は十字架にかけられた。それでもイエスは彼らを愛したのである。

　ここに神の「選び」がある。「ヨハネによる福音書」（15-16）は言う。「あなた方が私を選んだので

はなく、私があなた方を選んだのだ」と。それは神のはからいによる。神が選びたもうことである。

［図４］シャンパーニュ「修道女カトリーヌ・ド・サント・
シュザンヌ」パリ、個人蔵、1662年（Musée national des 
Granges de Port-Royal, op. cit.）
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シエナの聖女カテリーナもそれを語っていた。「あなたは御自分からあたえてくださり、かなえてく

ださり、満たしてくださる」と。聖女の心を信仰の光で輝かすのは神である。聖女の心を炎で燃えあ

がらせるのも神である。さらに言う。「誰があなたにそれを強いるのでしょう。私ではなく、ただひ

たすらあなたの愛がそうさせるのです」と（27）。

　恩寵を待ちこがれるシュザンヌの祈りのなかで、この言葉が真実のものとなった。キリストが心の

なかに生きている。パスカルのいう「心に感じいる神」に見出され、神とひとつになっていく。その

確信が心のうちに満ちあふれてくる。美しいまなざしにやどる光が、その瞬間を伝えている。
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Les ex-voto dédiés à l’abbaye de Port-Royal
à la louange du miracle de la Sainte-Épine

KIKUCHI Noritaka

sommaire

　L’ancienne abbaye janséniste de Port-Royal à Paris conservait les trois ex-voto pour louer le miracle de 

la Sainte-Épine, dans laquelle l’on vénérait depuis longtemps cette relique célèbre en tant qu’une partie de 

la couronne lors de la passion du Christ. Les ex-voto, tableaux peints en remerciement d’un vœu exaucé, 

représentent des jeunes religieuses qui recouvrent, par la grâce de Dieu, la santé après leurs souffrances des 

maladies profondes.

　L’histoire du premier miracle débute en 1656. Alors que la petite Marguerite Périer, pensionnaire des écoles 

auxiliaires à l’abbaye de Port-Royal, souffre d’une fistule lacrymal, elle fut conduite à l’adoration de la Saint-

Épine dans la chapelle et guérit immédiatement après avoir touché cette relique miraculeuse. Les jansénistes 

considèrent qu’il est le signe du soutien de Dieu à leur cause. Cet épisode aurait été le point de départ de la 

réflexion de Blaise Pascal, oncle maternel de Marguerite, consigné dans ses Pensées.

　Le deuxième miracle concerne l’œuvre de Philippe de Champaigne, peintre représantant l’art classique du 

XVIIesiècle en France. Atteinte d’une paralysie, Catherine de Sainte-Suzanne, fille du peintre, a été guérie 

en 1662, elle inspire à son père l’une de ses plus belles toiles, l’ex-vote conservé au musée du Louvre. Il se 

rapproche des Jansélistes et devient l’artiste de Port-Royal où il exécute cette œuvre, dont la scène représente le 

moment où la mère Catherine Agnès Arnault, abbesse de l’abbaye, a eu la révération que Dieu va l’exauser.

　Le troisième miracle engendre en 1667 l’ex-voto peint à l’occasion de la guérison de Claude Baudrin dans 

l’habit de novice. La jeune religiese de quinze ans a contracté une tumeur abdominale à l’estomac, cause de 

sa maladie. Les deux portraits votifs, l’un de Claude et l’autre de Marguerite ornaient le chœur de la chapelle 

de Port-Royal à Paris, puisqu’on peut observer une parfaite symétrie entre ces deux tableaux. Les Jésuites de 

Paris et l’Église romaine ont donné un coup déisif au compagnon janséniste tandis que la grâce divine continue 

pendant onze ans après le premier miracle.
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